
給　食　業　務　仕　様　書

Ⅰ．業務名　菊川市立総合病院　給食業務委託

Ⅱ．施行箇所　菊川市立総合病院

Ⅲ．委託期間　令和４年４月１日から令和７年３月31日（年中無休）
Ⅳ．委託業務の基本方針

1.　医療の質の向上への方針

（1）食事を治療行為の一環と捉え、適切に提供すること。

（2）食事の提供業務を通じて、患者が疾患や「治療としての食事の意議」について理解を深めることができるよう貢献すること

（3）必要書類の作成・提出・保管を適切に行うこと。

（4）病院の医療機能を踏まえた対応をすること。

（5）病院職員・事業者間の意思疎通を図り、連携して業務を円滑に遂行すること。
（6）業務の継続的かつ安定的な提供を行うこと。

2.　患者サービス向上への貢献

（1）患者満足度の高い食事を提供すること。

（2）安全・安心な食事を提供すること。

（3）院内において患者、家族などと接する機会には、接遇や言葉遣いに留意し、患者満足度の維持・向上に努めること。

（4）患者の権利を尊重し、プライバシーに十分な配慮をすること。

3.　健全経営への貢献

（1）効率的な業務の運営を行うこと。

（2）ライフサイクルコストの削減のため、創意・工夫を行うこと。

Ⅴ．施設概要
別紙①
Ⅵ．業務概要
別紙②

Ⅶ．業務区分
別紙③

Ⅷ．経費負担区分
別紙④

Ⅸ．委託費積算

　◎月間管理費

　　管理費は、経費負担区分の食材を除く委託側経費合計

　　ただし、月間管理費は固定とし、食数区分で変動とする。
別紙②参照
　◎食材費　　　以下の合計で、消費税別


朝食240円×食数


昼食260円×食数

夕食260円×食数
（一般食・特食・濃厚流動食、全て同額）
                  デイケア（昼のみ）260円×食数
　　　　　　　　　産婦祝い膳400円×食数
　　　　ただし、契約期間内で業務委託締結の日から12月を経過した後に日本国内における賃金水準又は物価水準の変更により材料費単価が不適当となったと認めたときは、双方の協議の下、契約単価を超えないように努めるものとする。
　〈注意事項〉
· 食材納入業者は、生鮮食品及びお米については地元を優先すること。

· お米は無洗米とすること。

· 食材納入に関し、他会社に譲渡することがないこと。

Ⅴ．施設概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙①

　1．厨房位置

　　　１階中央北側

　2．給食施設内容

　　　調理室、事務室、休憩室、備品庫、食品庫、前室、冷蔵室、専用トイレ、通路
　3．給食設備

　　　専用エレベーター　　　１基

　　　電気　　　　　　　　　一式

　　　空調　　　　　　　　　一式

　　　給排水　　　　　　　　一式

　4．主な機器類

	名称
	数
	名称
	数

	蒸気回転釜
	１
	プレハブ冷蔵室
	１

	スープケトル
	１
	災害用備蓄冷凍庫
	１

	常圧貯蔵ガス湯沸器（給湯器）
	２
	食器洗浄機
	１

	電磁フライヤー
	１
	超音波洗浄機（スプーン洗浄機）
	１

	ガス台付コンロ
	２
	食器消毒保管庫
	４

	フードスライサー
	１
	温冷配膳車
	７

	スチームコンベクション
	１
	モービルシンク（洗浄）
	５

	ロボクープ（業務用）
	１
	包丁まな板殺菌庫
	１

	フードミキサー
	１
	掃除用具殺菌庫
	１

	ジュースミキサー
	１
	キッチンワゴン
	８

	フードプロセッサー
	１
	移動式ラック
	３

	業務用電子レンジ
	１
	ディシュタック（特食用）
	３

	オーブントースター
	１
	盛り付け移動台
	４

	電気ホットフードワゴン
	２
	トレーディスペンサー
	３

	電気コールドフードワゴン
	２
	給食管理システム
	６

	自動炊飯器
	３
	カラープリンター
	１

	ライスミニ（洗米機）
	１
	電子カルテシステム
	６

	冷蔵庫
	３
	専用プリンター
	１

	冷凍庫
	４
	ＦＡＸ・コピー機
	１

	保存食用冷凍庫
	１
	
	


Ⅵ．業務概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙②

　1．病床数　　　　　260床（一般科202、精神科58）

　2．想定食数（1回）　　　　　一般食　　100食
　　　　　　　　　　　　　　　 特別食　　50食

　　　　　　　　　　　　　　　デイケア 　 7食（昼のみ、週3日） 

　　　　　　　　　　　　　　　　朝食 150食　昼食155食　夕食150食
　　　　　　　　　　　　　　　　1日想定食数 455食
　3．食種内容

　　 常食、産婦食、幼児食、軟菜食、七分粥、五分粥、三分粥、流動食、移行食、
ミキサー食、嚥下Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、胃潰瘍食、胃切除食、その他法令で定める加算食

　4．食事サービス内容

　　(1)厚生労働大臣が定める基準の入院時食事療養（Ⅰ）に準ずる
　　(2)特別食加算

　　(3)選択メニュー 週2回（1日2回）　※対象 常食・幼児・産婦食

　　(4)10時、15時　おやつ（幼児・産婦食・胃術等特殊食）
　　(5)朝食、昼食をそれぞれ10時、15時配膳（訓練食から嚥下Ⅱのゼリー食のみ）
　　(6)産婦食の祝い膳
　　(7)各病棟、毎食40分前に湯茶のサービス（専用カートにて病棟スタッフステーション前まで）

　　(8)個別対応食について

①アレルギーによる禁食への対応

②食欲低下や緩和ケア患者への対応

③病状変化に対応
④摂食障害患者への対応

　　(9)一般常食以外で、米飯、やわらか米飯、粥食、パン食、昼・夕の麺の対応
　　(10)透析患者様の朝食と昼食で、依頼日に先上げ（30分前）と延食の対応

5．食数管理業務

　　（1）電算システムにて食事指示、食数を管理すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　①電子カルテ化　給食管理システムとの接続

　　　　　　ＳＢＳ情報システム

　　　　　　・医師及び病棟クラークが食事オーダー入力

　　　　　　・栄養管理科独自の給食管理システムと接続

　　　
②給食管理システム

　　　　　　ホスピアVita

　　　　　　・食数管理　名札プリントアウト

　　　　　　・献立管理

　　　　　　・発注仕入れ管理

　　　　　　・在庫管理

　　　　　　・その他帳票類のプリントアウト

　　(2)オーダー取り込み時間

　　　　朝食　　前日17:35

　　　　昼食　　当日10:05

　　　　夕食　　当日15:35

　　　ただし、オーダー時間締切り後、緊急入院、変更については、各配膳後
30分までは対応すること。

　　　時間外の翌朝指示、夜間緊急入院、夜間指示については、当日７時00分にオーダー再受信し対応すること。

6．給食材料の購入及び在庫管理業務
　　(1)給食材料が購入されたときは、その数量、品質、温度を検収記録簿に記入
すること。

　　(2)給食材料については、地産地消を心掛け、委託者が所在する地域における給食材料調達に最大限配慮すること。
　7．調理及び盛付業務
　　(1)適時適温の食事が提供できるよう、病院内で調理、盛付等を行うこと。
　　(2)患者の食欲、嗜好及び身体機能を十分に配慮し、調理、盛付作業を行うこと。
　　(3)給食材料は、鮮度が落ちないよう注意し、魚介類、肉類、野菜類等に分けて下処理をした後、調理すること。
　　(4)給食材料は、鮮度の良いもので、できる限り生の物を使用すること。

　　(5)食品の調理、加工等は、原則として給食の当日に行い、調理開始から喫食時間までは、４時間を超えてはならない。
      （ただし、適切な温度帯で保管した場合に限る）

　　(6)配膳前には、食数及び食事内容の確認を行うこと。

　　(7)加熱調理食品は、中心温度計を用いて、中心温度が75℃で１分間以上（二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれのある食品の場合は85～90℃で90秒間以上）で加熱されていることを確認するとともに、温度と時間の記録を行うこと。
　　(8)保存食については、調理済み食品を指定の袋に詰め、専用冷凍庫にて（－20℃以下）２週間保存すること。原材料についても同様とすること。
　
　 (9) 毎食ごとに検食を用意すること。また、検食簿の所見を給食内容の向上に反映させること。
　 (10)配茶については、朝、昼、夕の食事40分前に準備、提供すること。
　 (11)間食については、原則として学童食、幼児食、胃切除食、個別対応食を対象に提供すること。
　 (12)濃厚流動食については、原則として前日18時30分に翌日分を一括して提供すること。
　8．配膳、下膳業務

　　(1)配膳及び下膳は、朝食、昼食、間食、夕食とも、指示された時間に所定場所において行うこと。
①配膳時間と下膳時間
	　
	配膳開始
	下膳開始

	朝食
	7：30～
	8：15～

	間食
	10：00～
	―

	昼食
	12：00～
	12：45～

	間食
	15：00～
	―

	夕食
	18：00～
	18：30～


　　　②配膳方法

　　　　・中央配膳

　　　　・配膳車数　　＜温・冷配膳車　７台　＞

　　　　・専用エレベーター　1基

　　　③場所

　　　　各病棟のスタッフステーション前
　　(2)残食・残菜処理については、毎食後計量し、重量・内容を記録すること。

　　(3)病院所有以外の物（患者の所有物等）を発見した場合は、委託者に報告し、指示に従うこと。

　　(4)配膳車は、毎食後、洗浄・消毒を行い、清潔を保持すること。

　　(5)感染性胃腸炎等が発生した場合には、指示された方法で消毒を実施すること。

　9．食器洗浄業務

　　(1)食器等の洗浄に際しては、食器を乱雑に扱うことなく、確実に下洗いを終えた後、専用洗浄機において洗浄を行うこと。また、洗浄機の衛生保持にも留意すること。

　　(2)洗浄後の食器等は、専用保管庫にて消毒を行い、汚染されないよう所定の場所に保管すること。
　　(3)常に食器及びトレーの衛生面に気を配り、定期的に漂白を行い、確実に洗浄及び消毒を行うこと。

　　(4)食器洗浄は、毎食後実施すること。

10．衛生管理

　　(1)大量調理施設衛生マニュアルに準じ、衛生管理に努めること。また関係書類についても記録すること。

　　(2)水道口及び冷蔵庫取手および調理盛り付け台の清掃は毎食後、厨房内の溝及び床清掃は週２回以上、食品庫、フィルター及びその他清掃は月１回、壁及び天井清掃は年２回行うこと。

11．従業員の配置・教育等

　　(1)受託者は、業務委託の実施に当たり、この仕様を忠実に履行するために必要な人員を配置すること。
	管理栄養士
	１人工以上

（病院経験３年以上とする）

	栄養士
	上記管理栄養士を含め
５人工以上

（但し、２人工以上は病院経験３年以上とする）

	調理師
	適正な人工を配置すること

（内１名は病院経験３年以上とする）

	その他従業員
	適正な人工を配置すること


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊１人工＝8時間）
(2)責任者

①現場責任者は病院給食実務経験年数が５年以上で、且つ病院給食現場責任者若しくは副責任者として３年以上の実務経験を有する管理栄養士、養士、若しくは調理師の資格取得者であって、双方が指示した事項に誠意をもって責任をはたしうる者でなければならない。
②現場責任者は、従業員を指揮監督し、受託業務の一切の責任を持って対処するとともに、常に委託者との連絡調整に当たるものとする。
③責任者を変更しようとする場合、１ヶ月以上前に申し出て承認を受けなければならない。
④責任者を変更した場合、責任者は新しい責任者に業務内容や業務の状況を文書にしたうえ確実に引き継がなければならない。
(3)受託者は、委託業務の実施にあたり、本契約及び仕様書を忠実に履行するに必要な人員を、必要な構成で配置すること。

    (4)受託者は、人員を配置にあたり、勤務規定および勤務計画を提出し、委託者
の承認をうけなければならない。変更する時も同様とする。
(5)受託者は、管理栄養士又は栄養士を１名以上常時配置するとともに土・日・祝日についても同様とする。

　　(6)受託者は、従事者に対し、月２回の検便及び年１回の健康診断を実施し、その結果を委託者に報告すること。

　　(7)受託者は、定期的な研修等にも参加させるなど常に従事者の意識と技術の向上に心掛けること。また、その実施内容を管理栄養士に報告すること。
　　(8)受託者は、従事者に衛生、安全な専用作業衣、帽子等を使用させ、常に清潔衛生保持に努め、常時胸にネームを付けること。

12．調査

　　委託者は、必要がある場合には、受託者に対して委託業務の処置状況について調査をし、報告を求めることができる。
13．各種委員会への参加

　　(1)受託者は、食事提供業務を円滑に運営し、また向上を図るため、定期的に行う「給食委員会」に参加すること。

　　(2)給食委員会へは、現場責任者と管理担当者が参加すること。

　　(3)業務内容の指導・改善等に関し必要な事項を従事者に周知・徹底させること。

　　(4)委託者が必要と判断した場合は、委託者が実施する各種委員会及び当該委員会が実施する研修会に参加すること。また、参加者は、その研修会の内容を従業員に周知徹底させること。
14．損害賠償

　　　この業務委託の遂行に当たり、受託者の責に帰すべき事由により委託者及び
利用者に損害を与えた場合、受託者は、損害賠償の責を負う。またこれを履行
するため、賠償責任保険に加入しなければならない。
15．個人情報の取り扱い

　　(1)この業務を行うために知り得た個人情報の取り扱いについては、個人情報保護法を遵守し、みだりに他人に知らせ、または不当な目的に使用してはならない。
(2)受託者は、その従事者に個人情報を取り扱わせるに当たって、当該個人情報の安全管理が図られるよう、当該従事者に対する必要な監督を行わなければならない。

(3)受託者は、委託者の同意がある場合を除き、個人情報の取り扱いを第三者に委託してはならない。
16．非常時の対応
　　(1)受託者は、日ごろより非常時における患者給食確保のための体制を整えておくこと。
　　(2)非常事態発生のときは、委託者の指示に基づき対応するものとする。

　　(3)非常時の患者給食として３日分の非常食を栄養管理科内に置くこと。
17．協力

　　受託者は、避難訓練、消防訓練及び学生実習等、委託者が病院運営上必要とする事業について、委託者から要請があったときは、協力するものとする。
18．その他

　　(1)受託者は、静岡県内に営業所を有していること。
　　(2)受託者は、医療関連サービスマーク認定事業者であり、代行保証制度を利用できる業者であること。
　　(3)受託者職員の感染症等における就業制限及びワクチン接種については、菊川市立総合病院感染対策マニュアルを準用すること。

　　　 なお、ワクチン接種（インフルエンザ・Ｂ型肝炎）や検査等に係る費用については、受託者が負担すること。

　　(4)菊川市内において災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第２条第1項に規定する災害が発生した場合は、病院の指示に従い病院職員と同様の対応を実施し、 業務支援や病院機能の復旧等に努めること。

　　　 なお、勤務時間外での対応については、菊川市立総合病院防災マニュアルを準用すること。

　　(5)この仕様書に定めのない事項については、別途協議するものとする。
　　
